
●5Gの特徴である「高速大容量」を利用した高精細画像転送に加えて、

「高信頼・低遅延」を活かしてリアルタイムに触覚の伝送を行う事で、 触診を遠隔で行う事ができ、

遠隔診療におけるネットワークスライシングの指針を示すことができる。

●医療分野に触覚センシング・触覚再現技術を応用し、遠隔の複数拠点で遠隔「触診」を展開する。

●本技術を社会実装することで、今まで主観に頼っていた触感データの客観化及びデータベース化が

可能になり、AI等を使った新たな分析等を通じて医療リソースの最適化を図ることができ、

また伝染病等の対面診療のリスク低減効果も期待できる。
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●4K動画にセンサから取得した触覚情報を埋め込んで、動画＋触覚のマルチモーダルな信号を

５Gで送信し、受信側で信号を分離した後、動画と連動して触覚を提示できるシステムです。

●送信側では、3×14個のセンサからの信号が、1秒間に300枚の画像情報の中に

触覚情報として埋め込まれ、動画として伝送されます。

●受信側では、得られた触覚情報から弾性とともに粘性を導出し、

動画内の人が触れた場所と連動して、触った感触を再現器で表現します。
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